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われているだろうか。 















































学習者（以下、ES）5 名の計 10 名であり、早稲田大学・大学院在学中の学生である。い
ずれも半年以上日本に滞在しており、インタビューに答えられる程度の日本語能力を有し
ていたが、必要に応じてドイツ語や英語を媒介してインタビューを行った。協力者の情報
（性別、年齢、母語、母方言、生育地 1、日本語学習期間）を表 1 にまとめる。 
 
表 1 インタビュー協力者の情報 
名前 性別 年齢 母方言 生育地 
日本語 
学習期間 
GS1 女性 22 なし（標準語） ドイツ：シュトゥットガルト 6 年程度 
GS2 男性 34 ケルン方言 ドイツ：ケルン 5 年程度 
GS3 女性 29 シュバーベン方言 ドイツ：シュトゥットガルト 9 年程度 
GS4 女性 29 なし（標準語） ドイツ：ニュルンベルク 4 年程度 
GS5 男性 29 なし（標準語） ドイツ：ハノーヴァー 7 年程度 
ES1 女性 21 南イングランド方言 イギリス：バーミングハム 4 年程度 
ES2 女性 20 南イングランド方言 イギリス：ロンドン 7 年程度 
ES3 女性 23 南イングランド方言 イギリス：ブリストル 4 年程度 
ES4 男性 23 南イングランド方言 イギリス：ロンドン 2 年程度 




































































































ES4：あー……phonetics……あー、like stress……stress patterns……pitch patterns
……はい。（中略）とても便利です。大切です。あー……Studying I did is very useful. 
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